














名大･工 山 下 護
§1 序
次の自由エネルギーを有する体系を考える 1)0
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吉 (3% )2+吉p 2 (富 )2 - 喜 (A+1)p2･吉p4一 三,p nsin nQ+C (4)
(2),(3)式の-様解として,























(5)相転移はAC- 0のソリトン格子と一様解の間で起る｡ (固有値が実である場合, 2次
転移であり転移点でdC-0である｡ しかし今の複素数の場合にはAC-0のソリトン格子の
格子間隔は有限であり,2次転移 (格子間隔無限大に相当する)の場合と対比される｡)
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